
柱 基本施策 施策・事業 事業所管課 取組内容 令和３年～令和６年度の主な実績 評　価 課　題 令和７年度の取組予定

生活利用自転車
ネットワーク路線
の自転車走行空間
整備

道路建設課

自転車が安全に走行できるよう，交
差点も含め自転車走行空間の連続性
を確保するとともに自転車事故を抑
制し安全性の高い自転車走行環境を
創出する。

・宇大南通りなど39路線
⇒29.4㎞整備
・整備延長80.8km/123.3km
【整備率 65.5%】

概ね計画
どおり

・自転車のみならず，自動車，歩行者
すべての道路利用者に対する道路の適
正な利用方法の周知徹底を図るととも
に，道路幅員に合わせた空間の再配分
について検討する必要がある。

・国のガイドライン等を踏まえ，安全性とコスト
の両面を考慮した整備形態の検討・整備を推進し
ていく。
・矢羽根や自転車専用通行帯での整備のほか，道
路空間の再配分による自転車走行空間の整備手法
について検討する。
・自転車ネットワーク路線の位置づけを明確にし
ながら，本市におけるまちづくり（ウォーカブ
ル，ＬＲＴ西口延伸など）を踏まえた道路空間の
あり方を整理する。

サイクリングロー
ド・サイクリング
ルート整備

道路建設課

本市のサイクリングロード未整備箇
所について，河川管理者と連携しな
がら計画的に整備を進める。また，
サイクリングルートを安全で快適に
走行できるよう，注意喚起やルート
案内などのサイン表示を設置する。

・田川サイクリングロード
・整備延長3.5km/6.9km
【整備率50.7%】

概ね計画
どおり

・より多くの人に利用してもらうため
の認知度向上と魅力の発信が必要であ
る。

・田川サイクリングロード整備完了後のサイクリ
ングロード整備のあり方について検討する。
・サイクリングルートを活用した取組について検
討する。

既整備路線におけ
る自転車走行空間
の維持管理

道路保全課
道路建設課

矢羽根等の塗装剥離の修繕など，継
続的に安全な自転車走行空間が確保
できるよう適切な維持管理に努め
る。

・「自転車専用通行帯」や「矢羽根型路面表
示」の塗装剥離の修繕

【修繕延長】
・自転車走行帯
 工事延長　2,070m
・矢羽根型路面表示
 工事延長 約4,747m 概ね計画

どおり

・「自転車専用通行帯」や「矢羽根型
路面表示」を設置し始めてから年数が
経過しているため，更新にかかる修繕
費を確保する必要がある。
・国ガイドラインに即さない路線の再
整備を検討する必要がある。
・令和８年４月の改正道路交通法施行
に向けて，自転車利用者が本来通行す
べき場所を正しく通行できるよう，自
転車走行空間の良好な視認性を確保す
る必要がある。

・道路の舗装修繕と併せて，計画的に「自転車専
用通行帯」や「矢羽根型路面表示」を更新する。
・国のガイドラインに即さない路線について，自
転車利用者の適切な誘導が図れる良好な自転車走
行空間となるよう，道路空間の再配分等も踏まえ
た再整備について検討する。
・自転車走行空間の劣化状況等を調査し，誤解を
生むような標示や劣化が著しい標示などについ
て，自転車利用者が正しく通行できる走行空間と
なるよう，修繕・改築に取り組む。

走行支障物件の撤
去指導

技術監理課
道路管理課

走行支障物件の撤去指導を図るとと
もに，歩道の切り下げ工事や無電柱
化事業など関連する事業と連携を図
る。

【走行支障物件の撤去指導】
・道路上に違法に占用物を設置している者に
対する撤去指導
・ＨＰによる周知啓発のほか，広報紙に，段
差解消ブロック等の不法占用防止の特集を掲
載

【無電柱化の推進】
・無電柱化推進計画の策定

概ね計画
どおり

・占用物の撤去指導に対し，即時撤去
に応じない場合や，設置者が判明しな
い場合があるため，継続的な指導が必
要である。

・引き続き，ＨＰや広報紙による段差解消ブロッ
ク等の不法占用防止の周知・啓発と，設置者に対
する指導に努める。

「第２次宇都宮市自転車のまち推進計画」の施策事業一覧

基盤づくり

自転車ネッ
トワーク整
備プロジェ
クト

別紙
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鉄道駅周辺駐輪場
の適切な管理運
営・再整備

道路保全課
道路建設課
市街地整備課
ＬＲＴ整備課

指定管理者と連携しながら市営駐輪
場の適切な管理運営に努めるととも
に，駅周辺整備に合わせた駐輪場の
再整備を検討する。

・修繕工事
⇒　市街地部駐輪場（中央１丁目，中央小
北，新幹線高架下，ＪＲ宇都宮駅西口），鶴
田駅駐輪場

・ＬＥＤ照明整備工事
⇒中央１丁目駐輪場ほか４箇所

概ね計画
どおり

・駅周辺整備に合わせた駐輪場の再整
備や施設の老朽化に対応した修繕を検
討する必要がある。

・駐輪場運営の効率化を図るため，利
便性の向上につながる，ＤＸ化を推進
していく必要がある。

・ＪＲ宇都宮駅西口における駐輪場について，利
用状況・待機者数の把握や分析を行いながら，利
用者ニーズを踏まえた適正な施設規模・配置につ
いて，駅西口駅前広場の再整備と一体的な検討を
進める。
・他都市で取り組んでいるＤＸの実情について調
査する。

ライトライン停留
場付近の駐輪場整
備

道路建設課
ＬＲＴ整備課
ＬＲＴ管理課
道路管理課
道路保全課

ライトライン停留場等付近に駐輪場
を整備する。
また，ＬＲＴのＪＲ宇都宮駅西側へ
の延伸の検討状況に合わせ，中心市
街地の既存の駐輪場も含めた駐輪場
整備について検討を行う。

・ライトライン停留場13停留場付近に整備
・市内９停留場付近の駐輪場について照明を
整備

⇒定期的に利用状況を調査し，利用状況に応
じて増設整備を実施 概ね計画

どおり

・駐輪場の収容台数を超えて駐輪され
ている駐輪場についての対応を検討す
る必要がある。
・ライトライン西側延伸を見据えて，
中心市街地における駐輪場のあり方を
検討する必要がある。

・ライトライン駐輪場について，定期的に利用状
況を調査し，利用率の高い駐輪場について増設整
備を行い，利用環境の向上を図る。
・ライトラインのＪＲ宇都宮駅西側延伸に向け，
各停留場付近の駐輪場整備について，中心市街地
の既存駐輪場の活用等も含め検討を行う。

バス停留所付近の
駐輪場整備

道路建設課

バス路線再編の進捗状況を見据えな
がら，ＮＣＣにおける地域拠点や人
口が集積する幹線バス路線沿線な
ど，主要なバス停留所付近に駐輪場
を整備する。

・民間事業者と連携した駐輪場整備
⇒３箇所

・公共施設を活用した駐輪場整備
⇒１箇所

概ね計画
どおり

・民間事業者と連携した駐輪場整備を
については，サイクル＆バスライドの
仕組みやメリットについて丁寧に説明
する必要がある。
・利用促進に向けては，事業者等と連
携した効果的なＰＲ方法についても検
討する必要がある。

・ＮＣＣの移動を支える交通手段として，自転車
と公共交通との連携は重要であることから，公園
や歩道の残地を活用した整備や，地域拠点となる
地区市民センターや民間施設の既存駐輪場を活用
した整備を検討する。

自転車放置防止対
策（鉄道駅周辺等
の放置自転車対
策）

道路保全課

今後の駐輪場の収容台数について，
見直しを検討するとともに，これま
で実施してきた「放置防止指導」の
継続的な実施や，定期的な撤去を実
施することにより，駅やバス停周
辺，中心市街地等の都市環境の向上
を図る。

・自転車放置禁止区域等において，自転車放
置防止の啓発や指導，定期的な撤去を実施

【令和３～６年度撤去実績（見込み）】
　撤去台数　2,142台

概ね計画
どおり

・ＪＲ宇都宮駅周辺や中心市街地にお
いては放置自転車が多く見受けられる
ことから，巡回場所や時間など放置防
止指導員と密に連携を図りながら，更
なる放置自転車削減について検討する
必要がある。

・自転車が放置されやすい場所に関しては，近隣
の店舗と連携しながら，啓発看板の設置を行う。
また，学生の放置が多い現状を踏まえ，市内の高
校の代表者で組織する「高校生の交通問題を考え
る会」において，自転車の放置防止について啓発
する。

中心市街地の駐輪
環境整備（駐輪ス
ポットの整備）

道路管理課
道路保全課
道路建設課

短時間無料駐輪場の整備や小規模分
散型駐輪場の整備，民有地の空きス
ペース活用などにより，中心市街地
での駐輪環境の向上を図る。

・放置自転車防止指導員の巡回による，短時
間無料自転車駐車場の案内を継続するととも
に，利用可能時間についても案内をすること
で，適正な短時間無料自転車駐車場の利用促
進に努めた。

概ね計画
どおり

・中心市街地の商業施設付近への駐輪
場について，可動式の駐輪ラック設置
社会実験や商店街振興組合などとの意
見交換を行いながら，整備について検
討する必要がある。

・引き続き中心市街地の自転車利用者に対して，
放置自転車防止指導員による短時間無料駐輪場の
案内を行っていく。

公共交通連
携プロジェ
クト

基盤づくり
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中心市街地の駐輪
環境整備（民間事
業者による適切な
駐輪場の確保）

道路保全課

放置自転車の発生状況等を踏まえな
がら，適宜，事業者に対し，適正な
駐輪の指導を行い，民間事業者の適
切な駐輪場の確保を図る。

・中心市街地の大型商業施設の駐輪問題に対
して，事業者からの相談に対応した。その結
果，事業者において，敷地内に駐輪場を新た
に設けることによって，状況が改善された。

概ね計画
どおり

・既存の商業施設などに短時間駐輪す
る自転車利用者の実態について調査す
る必要がある。

・中心市街地の商業施設における自転車の駐輪状
況について確認し，必要に応じて適正な駐輪の指
導を行う。

駐輪場等へのＩＣ
カード導入

道路保全課

市が導入した交通ＩＣカード
「totra」の駅周辺をはじめとした
市営駐輪場への導入について検討す
る。

・市営有料駐輪場９か所においてキャッシュ
レス決済を導入

概ね計画
どおり

・利用率をさらに向上させるための取
組が必要である。

・キャッシュレス決済の利用促進を図るため，ア
ンケート等を行い，実態を把握し，取り組みを検
討する。

レンタサイクルの
適切な管理運営及
びシェアサイクル
化の検討・実施

交通政策課
道路保全課
道路建設課

指定管理者と連携しながらレンタサ
イクルの適切な管理運営に努めると
ともに，公共交通との連携強化や
IoTの活用等によるシェアサイクル
化について検討を行う。

【レンタサイクル】
中心市街地におけるレンタサイクルの利用状
況やシェアリングモビリティの実証実験の結
果を踏まえ，利用者及び管理者双方の視点か
ら比較・検証を行ったところ，利便性の高い
シェアリングモビリティの優位性が高いこと
が確認できたことから，中心市街地の５か所
の駐輪場においては，令和７年３月末をもっ
て事業を終了することとし，郊外部について
は，当面継続とした。
・貸出場所　　　 8箇所
・自転車数　 　　177台
・利用者数　約164,000人
【シェアサイクル】
・中心市街地（R4.12～）
JR宇都宮駅東側（R5.8～）
・ポート数　　　　132箇所
・電動アシスト自転車　307台
・稼働率　　1.5回/日・台

概ね計画
どおり

・当面継続とした郊外部の端末交通の
あり方について検討していく必要があ
る。
・将来的な民間事業者による独自運営
を見据え，ポートの高密度化などの利
便性の向上策を講じ，民間事業者と協
力しながら利用者数を増やしていく必
要がある。
・乗車時のヘルメット着用などの交通
ルール遵守に向けた意識啓発を図る必
要がある。

・中心市街地やＬＲＴ沿線から離れた地域（平
石，清原，雀宮，岡本など）における郊外部の端
末交通のあり方について関係所管課と連携し検討
する。
・引き続き，ポートの高密度化や車両台数の拡充
を行うなど利便性の向上を図る。
・事業者・警察・庁内関係課と協力しながら安全
講習会を開催するなど，交通ルール遵守に向けた
意識啓発活動を行う。

観光拠点等への
シェアサイクル
（レンタサイク
ル）導入検討・ 実
施

大谷振興室
道路建設課

大谷地域や公共交通との交通結節点
などシェアサイクルのニーズの高ま
りが見込まれる地域において，シェ
アサイクル（レンタサイクル）の導
入について検討を行う。

・大谷地域において，地域内の周遊を促進す
るため，民間事業者によるシェアサイクルの
実証実験を行った。

概ね計画
どおり

・大谷地域に「大谷コネクト」が開業
し，各観光施設に来客者の増加が見込
まれるため，グリーンスローモビリ
ティのほか，シェアサイクルを含めた
移動手段について事業者と連携した検
討をする必要がある。

・北西部における観光周遊などに利用する移動手
段について，レンタサイクルなどを含めて検討す
る。

公共交通連
携プロジェ
クト

基盤づくり
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学校やプロスポー
ツチーム，民間企
業等と連携した交
通安全教室の開催

生活安心課

小・中・高校生を対象に，交通ルー
ルや自転車の正しい乗り方などを学
んでもらう交通安全教室等を開催す
るとともに，新たに動画等を活用し
た効果的な交通安全教室を実施す
る。
また，高齢者を対象として，警察と
連携した自転車教室や自転車シミュ
レーターを活用した教室・イベント
等を実施する。

・交通安全教室やイベント開催
⇒417回
【内訳】
・交通安全教室　　　377回
・交通安全イベント　 40回

概ね計画
どおり

・引き続き，各世代の特性に応じた教
育を行うとともに，子どもや高校生，
高齢者，自転車利用者を重点的に取り
組む対象として，教育資材の充実を図
りながら，交通ルール遵守の重要性を
認識させる必要がある。

・自転車の安全利用に向け，引き続き各種交通安
全教室を開催するとともに，県や警察，学校等と
連携した交通安全イベントを着実に開催する。
・電動キックボード等の交通ルールについて，関
係機関と連携を図りながら交通ルールの周知に取
り組んでいく。
・令和８年５月までに施行される「交通反則通告
制度」の自転車への適用を見据え，交通安全教室
をはじめ，街頭広報活動など様々な機会を捉え，
関係機関と緊密な連携を図りながら制度の周知及
びルール遵守の徹底に取り組んでいく。

自転車安全利用の
ための街頭指導の
実施

生活安心課
道路建設課

自転車通行量の多い交差点や自転車
走行空間の整備を行った路線等にお
いて，地域や高校，警察等と連携し
ながら，自転車利用者に直接安全利
用を呼びかける街頭指導を行う。

・街頭指導
【内訳】
・箇所数　年間最大22箇所
・回数　　計138回

概ね計画
どおり

・立哨活動に高校生や教員が参加し，
学校が主体となった効果的な自転車街
頭指導を継続して実施していく。
・自転車の安全な走行箇所について，
地域や警察，高校等と意見交換等を行
いながら検討していく。

・立哨活動に高校生や教員が参加し，学校が主体
となった効果的な自転車街頭指導を継続して実施
していく。
・自転車の安全な走行箇所について，地域や警
察，高校等と意見交換等を行いながら検討してい
く。

自転車ヘルメット
の着用の周知・

生活安心課

・ヘルメット着用を促進するため，
広報紙や，交通安全教室等における
小・中・高校生と保護者へチラシを
配布
・ヘルメット着用率を高めるため，
ヘルメットを着用している自転車利
用者に対し，商品の割引など独自の
サービスを提供する店舗等を「自転
車安全利用応援店」として認定

・ヘルメットの重要性の周知
　【チラシ配布内訳】
　　市内全小学4年生
　　市内全中学・高校

・自転車ヘルメット（安全利用）応援店
　⇒周知用動画の制作
　　YouTube等へのSNS広告配信 概ね計画

どおり

・ヘルメット着用等に関する状況を把
握し，今後の取組検討を行うととも
に，周知啓発については県や県警，学
校等と連携しながら引き続き様々な機
会を捉え，実施する必要がある。

・引き続き，自転車安全利用動画やチラシを活用
しながら児童・生徒の自転車安全利用意識の向上
や自転車ヘルメットの着用，保険加入の促進を図
る。
・市内の高校生が自らの交通問題について対策を
検討する「高校生の交通問題を考える会」と連携
した情報発信を引き続き実施するしていく。
・自転車ヘルメット応援店の周知に取り組みなが
ら，中高生のニーズに合わせた協力店舗の拡充に
取り組んでいく。

自転車損害賠償責
任保険等の周知・
啓発

生活安心課

学校や自転車販売店，保険事業者な
どと連携し，自転車保険加入の重要
性について周知する啓発チラシを作
成し，小・中・高校生と保護者等に
配布する。

・小・中・高校生と保護者への周知
　【チラシ配布内訳】
　　市内全小学4年生
　　市内全中学・高校

概ね計画
どおり

・自転車損害賠償責任保険加入の状況
を把握し，引き続き保険加入の必要性
について，様々な機会を捉え関係機関
等と連携しながら周知啓発に取り組ん
でいく必要がある。

・学校や自転車販売店，保険事業者などと連携
し，自転車保険加入の重要性について周知する啓
発チラシを作成し，小・中・高校生と保護者等に
配付するなど，自転車損害賠償責任保険の加入促
進に取り組んでいく。

意識向上
安全・安心
プロジェク
ト



柱 基本施策 施策・事業 事業所管課 取組内容 令和３年～令和６年度の主な実績 評　価 課　題 令和７年度の取組予定

「第２次宇都宮市自転車のまち推進計画」の施策事業一覧

災害時における自
転車活用（災害対
応職員の参集手段
としての自転車利
用）

人事課
危機管理課

「宇都宮市地域防災計画」におい
て，被災により交通が途絶した場合
の自転車等による職員の参集を位置
づけるとともに，職員に対して日頃
から経路等の確認を行うよう，研修
等を活用して周知する。

・「宇都宮市地域防災計画」の配布
・職員研修の実施（交通機関が途絶した際の
自転車等を活用した安全に参集できる手段の
確保についての周知）

概ね計画
どおり

・災害時の円滑な対応に向けた日頃
からの経路確認などの継続的な周知・
啓発をする必要がある。
・エコ通勤などで自転車を利用する際
に職場までの安全な経路を確認する必
要がある。

・「宇都宮市地域防災計画」の職員参集の方法を
理解したうえで，防災訓練などの機会を捉え，自
転車で出勤するよう促していく。

多様な自転車の利
用促進

観光ＭＩＣＥ
推進課
道路建設課

ロードバイクなど，多様な自転車が
利用しやすい環境を創出するため，
レンタサイクル事業を実施し，利用
促進を図る。

・サイクリングターミナルのレンタサイクル
事業におけるロードバイクなどの貸し出し

概ね計画
どおり

・森林公園の指定管理者と連携し，
ロードバイクなどの多様な自転車に触
れる機会の提供方法について検討する
必要がある。

・再整備の事業計画の精査・検討を踏まえなが
ら，再整備後の事業のあり方について検討する。

企業等と連携した
自転車通勤の促進

道路建設課

自転車通勤の促進に向け，自転車の
環境負荷低減や健康増進，渋滞緩和
などの効果について周知・啓発を行
うとともに，国の「『自転車通勤推
進企業』宣言プロジェクト」の活用
など，企業が主体的に自転車通勤に
取り組む方策を検討し，企業等と連
携した自転車通勤の促進を図る。

・市ＨＰやブースの出展において自転車の利
用促進に向けた周知

概ね計画
どおり

・事業所に自転車通勤を認めてもらえ
るよう，働きかけを行っていくととも
に，事業所内の駐輪場やシャワー室，
更衣室などの整備を支援する必要があ
る。
・天候（雨，雪など）により交通手段
が変更になることを容認する仕組みづ
くりを検討する必要がある。

・商工会議所や工業団地組合などへの働きかけや
出前講座により，自転車通勤の有用性を周知し，
促進を図る。
・国の関係機関との意見交換により得た先進都市
の自連を参考に，本市における自転車通勤の促進
を図る。

健康ポイント事業
等を活用した自転
車による健康増進

健康増進課
道路建設課

自転車利用による健康増進効果を広
くＰＲするとともに，自転車での健
康ポイント事業への参加，サイクリ
ングルート等の自転車を楽しみなが
ら健康増進が図れるサイクルスポー
ツに関する情報発信を行い，自転車
を活用した健康づくりを促進する。

・自転車走行距離ポイント付与
⇒健康ポイント事業参加者数
45,856人（R6.1月末 実績）
47,000人（R6.3月末 目標値）

概ね計画
どおり

・関係所管課等と連携した効果的なＰ
Ｒ方法の検討

・健康づくりに無関心な市民の参加促進に向け
て，ＰＲ動画の放映や配信機会の拡大，全世帯に
配布する「健康づくりのしおり」への特集記事の
掲載などにより，広報の充実を図る。また，さら
なる協賛企業の獲得を図るなど，魅力ある事業に
なるよう努める。

プロスポーツチー
ム等と連携した介
護予防教室の開催

高齢福祉課

宇都宮ブリッツェンと連携し，65歳
以上の方を対象とした『いきいき健
康自転車教室（「自転車」で楽しく
運動する介護予防事業）』を開催す
る。

・いきいき健康自転車教室開催
⇒3回

概ね計画
どおり

・日常生活においても継続的に運動で
きる魅力ある教室内容や，新規参加者
の獲得につながる手法の検討する必要
がある。

・高齢者の介護予防や地元プロスポーツチーム
「宇都宮ブリッツェン」及び自転車の魅力発信を
図るため，継続開催していく。
※開催回数：３回→４回

意識向上
生活利用・
健康プロ
ジェクト



柱 基本施策 施策・事業 事業所管課 取組内容 令和３年～令和６年度の主な実績 評　価 課　題 令和７年度の取組予定

「第２次宇都宮市自転車のまち推進計画」の施策事業一覧

宇都宮ジャパン
カップサイクル
ロードレース等の
開催

スポーツ戦略
室

「自転車のまち宇都宮」のブランド
力の更なる向上に向け，世界トップ
選手によるハイレベルなレースや幅
広い世代が楽しめる多彩なサイクル
イベントの実施，観戦環境の充実に
より，「ジャパンカップサイクル
ロードレース」を継続的に開催す
る。

【令和３年度実績】
・新型コロナウイルス感染症の影響を踏ま
え，「デジタルジャパンカップ」を開催
【令和４～６年度実績】
【観客数】
⇒クリテリウム　計158,000人
⇒ロードレース　計227,000人

概ね計画
どおり

・「自転車のまち宇都宮」のブランド
力向上や地域経済の活性化などに向け
て大会の更なる充実を図る必要があ
る。

・世界トップレベルのチーム及び有名選手による
ハイレベルなレースを実施するほか，ファン層拡
大に向けた情報発信やイベント等を実施する。
・近年の集中豪雨の頻発により，宇都宮ジャパン
カップコースに被害が出るケースが増えているこ
とから，庁内関係課と連携しながら，迅速に対応
できる体制を検討する。

宇都宮ジャパン
カップを活用した
サイクルスポーツ
の振興

スポーツ戦略
室

「宇都宮シクロクロス」の継続的な
開催や，オンラインで宇都宮ジャパ
ンカップコースを体感できる環境整
備等，市民が身近にサイクルスポー
ツに親しめる機会を提供する。

【第27～29回全日本自転車競技選手
権大会シクロクロス】
・観客数
⇒　計60,000人

【宮サイ「ROUVY」JCコース体験】
・体験者数
⇒　計600人

・森林公園内に初心者向けオフロードコース
を設置し，当該コースにおいて「マウンテン
バイクライディングスクール」開催

【宇都宮ジャパンカップ体験イベント第１弾
「サイクリング×ヒルクライム」】
参加者：２５名（定員２０名）

【宇都宮ジャパンカップ体験イベント第２弾
「宇都宮ライド」】
参加者：３５名（定員５０名）

概ね計画
どおり

・市民をはじめ，多くの方々に自転車
への興味，関心，親しみを持ってもら
えるよう，「宇都宮シクロクロス」を
継続開催するとともに，宇都宮ジャパ
ンカップを活用したサイクルイベント
を実施する必要がある。

・市内に関わらず，県外のサイクルイベント等を
活用し，オンラインでジャパンカップコースを体
感できる環境の拡充を図ることで，本大会の魅力
を伝え，足を運んでもらえるよう周知に努める。
・「宇都宮シクロクロス」について，UCI（国際自
転車協議連合）公認の日本最高峰のレースを開催
する。
・宮サイクルステーションにおいて，バーチャル
サイクリングサービス「ROUVY」上の宇都宮ジャパ
ンカップのオンラインコースを体験できる環境を
提供するとともに，宇都宮ブリッツェンと連携
し，宇都宮ジャパンカップコースを活用した初心
者でも楽しめるサイクルイベントを実施する。

森林公園における
サイクルスポーツ
を楽しめる環境の
整備

観光MICE推進
課
スポーツ戦略
室
道路管理課
道路保全課
道路建設課

宇都宮ジャパンカップのメイン会場
である森林公園において，年間を通
じたコースの活用や安全な走行環境
の維持など，サイクルスポーツを楽
しめる環境の整備について検討す
る。

・森林公園宇都宮ジャパンカップコースの完
走賞を贈呈
・サイクリングターミナル
⇒レンタサイクルを実施※工事中のため現在
は運用休止中
・森林公園内に初心者向けオフロードコース
を設置

概ね計画
どおり

・サイクルスポーツを楽しむための環
境整備について手法を検討していく必
要がある。

・サイクリングターミナルの活用方法について，
森林公園再整備方針に掲げる，「ジャパンカップ
を活かしたサイクルスポーツ体験機能」の導入・
強化に向け，森林公園の新指定管理者と連携し，
施設の再整備を行っていく。※サイクリングター
ミナルは再整備のため令和６年４月より休館
・令和６年度に設置した初心者向けオフロードの
利用促進に向けて，様々な媒体を利用した情報発
信を行う。

新たなサイクルス
ポーツ（ＢＭＸ，
ＭＴＢ等）の利用
環境整備の検討・
実施

スポーツ都市
推進課
道路建設課
ＮＣＣ推進課

新たな都市公園等の整備に合わせ
て，BMX等都市型スポーツを基本と
した，多様なスポーツ関連施設の導
入について検討する。

・ＢＭＸフリースタイル・パーク競技の専用
コースなどを備えた東部総合公園の整備運営
を担う事業者と令和６年２月に基本協定を締
結し，施設設計等に着手
※R8.3供用開始予定
・北西部地域体育施設整備におけるDB事業者
の公募・選定を実施

概ね計画
どおり

・ＢＭＸフリースタイルの利用促進や
利用者の安全確保に配慮するととも
に，多くの利用者から選ばれる施設と
なるよう，競技関連団体や利用者等へ
の意見聴取を行いながら，施設設計等
を進めていく必要がある。
・初級者，中級者向けコースを整備す
る。
・北西部地域体育施設の令和9年度中
の供用開始に向け実施設計・工事に着
実に取り組む

・競技の裾野拡大と，新たな競技者の発掘・育成
を図るとともに，市民大会やスポーツイベント等
の誘致開催も可能な施設を整備し，令和８年３月
に供用開始する。
・自転車を楽しめる環境を整備し，自転車に対す
る興味・関心を醸成するとともに，自転車に触れ
る機会の創出や施設の利用促進が図られる施設整
備を目指す。（NCC推進課では残し）
・北西部地域体育施設整備の実施設計に取り組む
とともに，順次工事に着手していく。

機会づくり

サイクルス
ポーツ・
ツーリズム
推進プロ
ジェクト



柱 基本施策 施策・事業 事業所管課 取組内容 令和３年～令和６年度の主な実績 評　価 課　題 令和７年度の取組予定

「第２次宇都宮市自転車のまち推進計画」の施策事業一覧

民間主体のサイク
ルイベント等の誘
致・開催

スポーツ戦略
室，公営事業
所

宇都宮ブリッツェンと連携しなが
ら，自転車の楽しさを伝えるサイク
ルイベント等の誘致・開催を行う。
また，宇都宮競輪場をホームバンク
とする競輪選手と連携し，競輪場の
認知度の向上や自転車の楽しさを伝
えるサイクルイベントを開催する。

【うつのみやＫＥＩＲＩＮナイトフェスティ
バル】
・来場者：約200名/年

【うつのみやＫＥＩＲＩＮフェスティバル】
・来場者：約700名/年

【宇都宮ジャパンカップ体験イベント第１弾
「サイクリング×ヒルクライム」】
・参加者：２５名（定員２０名）

概ね計画
どおり

・競輪選手の魅力発信や競輪事業の周
知，新規顧客層の獲得及び競輪場の活
性化などについて検討する必要があ
る。
・サイクルツーリズムの推進に向けて
サイクルイベントの更なる充実を図る
必要がある。

・「親しみやすい施設としての競輪場」の実現に
向け，競輪場の認知度向上を目的としたイベント
を今後も継続実施していく中で，新規顧客層を獲
得するため，宇都宮観光コンベンションと連携を
し，サイクルツーリズムの推進に競輪場も一役を
担っていく。
・収益性も加味し，今後の宇都宮ブリッツェンに
よる自走化を見据えながら，より多くの方々に参
加してもらえるイベントを企画，実施する。

広域モデルルート
の検討・設定

道路建設課

栃木県や周辺市町，宇都宮ブリッ
ツェン等と連携を図りながら，走行
環境や受け入れ環境の検討を進め，
魅力的なサイクリング環境（モデル
ルート）の創出を図る。

・県東モデルルートの路面表示や案内看板の
設置に向けた工事発注

概ね計画
どおり

・利用者に分かりやすいルートとなる
よう，マップの配布や路面表示や案内
看板を設置する必要がある。

・広域モデルルートの環境整備（路面表示，案内
看板）に努めるとともに，各種イベントの企画な
ど広く活用することについて関係機関と連携しな
がら検討する。

市内観光地等にお
ける自転車での周
遊促進

スポーツ戦略
室，道路建設
課

宇都宮ブリッツェンや地域等と連携
を図り，その地域の魅力を自転車で
楽しみながら地域を周遊できるルー
ト等の検討支援を行う。

・宇都宮ブリッツェンと連携した「大谷若竹
サイクリングツアー」の開催

・宇都宮ブリッツェンと連携した宇都宮市森
林公園を発着点とする北西部地域を巡るサイ
クリングツアー「宇都宮ライド」を実施

【宇都宮ジャパンカップ体験イベント第２弾
「宇都宮ライド」】
参加者：３５名（定員５０名）

概ね計画
どおり

●自転車を活用し，市内観光地である
北西部の周遊につながる促進策を検討
する必要がある。

・北西部における観光周遊などに利用する移動手
段について，レンタサイクルなどを含めて検討す
る。
・宇都宮ブリッツェンと連携しながら，幅広い世
代が快適かつ安全にサイクリングしながら，観光
地や農産物などを楽しめるサイクルツアーを企
画・実施する。

自転車マップ等の
作成・配布

道路建設課

主要な観光資源を巡るサイクリング
ルートを掲載した自転車マップなど
を作成し，宮サイクルステーション
やサイクルベント等で配布する。

・自転車マップ（市内版）
⇒　3,000部/年　作成
・自転車マップ（広域版）
⇒　1,000部/年　作成

概ね計画
どおり

・マップの掲載内容を精査しながら，
観光部門で作成しているサイクリング
マップとの統合などを行いながら，自
転車マップの利用促進と認知度向上を
図る必要がある。

・初心者やファミリー向け，上級者向けなど階層
に合わせた自転車ルートマップの作成を検討す
る。
・様々な媒体を活用した周知に努める。

サイクリングルー
ト沿線の休憩ス
ポット（自転車の
駅等）の充実

スポーツ戦略
室

サイクリングルート沿線等への自転
車の駅の設置を継続して行う。ま
た，施設の認知度向上と利用促進に
向け，サイクリストへの効果的な周
知方法を検討しPRの強化を図る。

・自転車の駅の設置
⇒　計１６箇所
※自転車の駅の認知度向上に向け，「宇都宮
ブリッツェン」と連携し，のぼり旗を全ての
施設に設置 概ね計画

どおり

・自転車の駅の質の向上を図る必要が
ある（物品の更新や提供内容の再確
認）
・自転車の駅の認知度向上や利用促進
に向けて，幅広い周知を行う必要があ
る。

・自転車の駅の設置を進めるとともに，既存の自
転車の駅の質の向上を図る。
・更なる利用者促進に向けて，宇都宮ジャパン
カップHPなど様々な媒体を活用した情報発信を行
う。

サイクリストに対
する支援策，支援
体制の検討・実施

スポーツ戦略
室，道路建設
課

民間事業者等と連携し，自転車の出
張修理サービスや自転車搬送サービ
スなどサイクリストに対する支援策
や支援体制の検討を行う。

・ＪＲ東日本と連携したサイクルトレインの
運行に向けた意見交換
・宇都宮ライトレール株式会社と連携したサ
イクルトレインの実施（ワールドチームの
「バーレーン・ヴィクトリアス」の選手が
ロードバイクとともに乗車）

概ね計画
どおり

・サイクリストを呼び込む施策とし
て，輪行袋を使用せず，自転車をその
まま持ち込めるサイクルトレインの運
行に向けた具体案について検討する必
要がある。

・宇都宮ジャパンカップやサイクルイベント開催
等とあわせたサイクルトレインの運行について関
係機関等と連携しながら調整を進めていく。

機会づくり

サイクルス
ポーツ・
ツーリズム
推進プロ
ジェクト
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「第２次宇都宮市自転車のまち推進計画」の施策事業一覧

サイクルス
ポーツ・
ツーリズム
推進プロ
ジェクト

宮サイクルステー
ションの充実

スポーツ戦略
室

「自転車のまち」の拠点として利用
拡大が図れるよう，指定管理者と連
携を図りながら，情報発信機能やス
ポーツバイクレンタル機能の強化な
ど，利用者ニーズに応じた施策・事
業の充実や施設規模等について検討
を行う。

・来館者数　最大約6,000人/年
・レンタサイクルの貸出日数の拡大（２日⇒
３日）※事前予約制
・小型クロスバイク，ロードバイクなどの購
入

概ね計画
どおり

・古くなったレンタルスポーツバイク
などの入れ替え及びヘルメットを更新
する必要がある。
・利用者ニーズを的確に把握し，魅力
ある事業を展開する必要がある。
・JR宇都宮駅西口の再開発に伴い，宮
サイクルステーションの今後のあり方
を整理する必要がある。

・宮サイクルステーションの利用促進に向けてSNS
等を活用した幅広い周知を行う。
・施設管理者からの要望や利用者ニーズを把握し
ながら，施設に必要な機能や規模，運営方法など
を検討していく。

プロスポーツチー
ムや多様なメディ
アを活用した「自
転車のまち宇都
宮」のＰＲに係る
情報発信

都市ブランド
戦略課，ス
ポーツ戦略
室，観光ＭＩ
ＣＥ推進課，
道路建設課

宇都宮ジャパンカップや宇都宮ブ
リッツェンなど「自転車のまち宇都
宮」を代表するイベントやプロス
ポーツチームの活動に合わせて，
TV・ラジオ・SNSなど多様なメディ
アを活用した市内外への情報発信を
行い，「自転車のまち」としてのブ
ランド力の向上や自転車に関する取
り組みの認知度向上を図る。

・宇都宮ジャパンカップ
GoogleやYouTube，Instagram等を活用したデ
ジタルマーケティングの実施
・海外メディアへの発信
欧州16カ国約10,000社の新聞社放送局のなど
の報道機関に大会情報や宇都宮市の観光情報
を発信

概ね計画
どおり

・「自転車のまち」としての本市の魅
力発信の強化に向けて，訴求効果の高
いメディアや媒体を選択・活用する必
要がある。

・宇都宮ジャパンカップ公式ＨＰ等を活用し，
「自転車のまち宇都宮」の各種取組の発信を行
う。

宮サイクルステー
ションの情報発信
機能の強化

スポーツ戦略
室

宮サイクルステーションへのデジタ
ルサイネージの設置を検討するな
ど，「自転車のまち」の拠点施設と
しての宮サイクルステーションの市
内外への情報発信機能の強化を図
る。

・SNSやJR宇都宮駅西口に設置されたデジタ
ルサイネージを活用した情報発信
・宇都宮ジャパンカップ公式ＨＰ内に宮サイ
クルステーションをはじめとする本市の自転
車関連施策が掲載されている市ホームページ
のリンクバナーを作成

概ね計画
どおり

・宮サイクルステーションの更なる利
用促進に向けて情報発信を強化する必
要がある。

・宇都宮ジャパンカップ公式HPに，宮サイクルス
テーションの情報をニュース記事として掲載す
る。

自転車のま
ちＰＲプロ
ジェクト


